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意意識識がが変変わわるるとときき  
 

箇月くらい前に映画「県庁の星」がテレビで

放映されたのを見ました。印象的であったの

が、織田裕二扮する主人公が県議会で「行政改革

は組織や制度を変えることじゃない。そこに生きる

人間たちの意識を変

えることなのだ。」と発

言する場面です。行

革を担当している身と

しては、このセリフにう

なずきながらも、「それが簡単にできないんだよ

ね・・・。」と思ってしまいました。意識が変わるには、

どんな環境が必要なのでしょうか。 

神タイガースの金本選手は今年１月の読売

新聞の記事で、「常に見られている、という

意識を持つことが大事。（中略）プレーヤーもファン

に見られてうまくなる。へたなプレーを見せられない

と思えば、練習にも身が入ります。」と答えていまし

た。また、シアトル・マリナーズのイチロー選手は、

常に「イチロー」というブランドを意識して行動してい

ることが映像や取材の文章から感じ取れます。 

流のプロは、日常生活も含め、常に見られ

ていて、また、意見を言われる環境にありま

す。ここに身を置くことにより、「見られている」という

意識を自然に持つことになり、その中で「どのように

見られているか」、そして、プロとして「このように見ら

れたい」という意識が芽生えてくるのでしょう。 

政のプロである公務員も同じではないでしょ

うか。公務員は社会的にも注目される状況

にありますし、また、当然に上司、部下、同僚などか

ら見られています。また、三浦市の取組としては、行

革の大綱である「行政革命戦略 ５つの宣言」にお

いて、「まるはだか宣言」をして、「是非知ってくださ

い」という姿勢で行政の透明化を進めています。市

の業績目標やその達成状況、予算編成過程などを

ホームページで公開したり、市民対話集会「みうらト

ーク＆トーク」を開催するなど一昔前に比べ、見ら

れる環境は整備されつつあると言えるでしょう。 

のような環境に置かれている中で、自らが

「常に見られている」ということを感じ取ったと

きに意識が変わるのだと思います。一個人としてど

う見られたいか、行政のプロとしてどう見られたいか、

そして三浦市はどう

見られるべきかとい

うことを一人一人が

考えるようになるこ

とで、行革が進み、

三浦市というブランド強化に結び付いていくのでは

ないでしょうか。 

革担当として、「意識を変えよう。」などと

切々と説くよりも、「見られる」、「意見を言わ

れる」環境整備を粛々と進めることが実は効果的だ

ったりするのかもしれません。併せて、意識が変わり

成果をあげた者に対しては、現在、管理職に対して

本格実施を始めている人事考課制度をはじめとし

た、きちんと評価する仕組みの整備も必要となるで

しょう。 

            

  （政策経営課 矢尾板昌克） 
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暴暴論論オオピピニニオオンン  ④④  
三浦市政策経営課では、行政経営全般について

日頃から様々な無責任放談をしています。このコーナ

ーではその放談の中で飛び出した暴論をご紹介しま

す。両手を挙げて賛成できないまでも発想のヒントくら

いにはなるでしょう。 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

「少数精鋭」の本質とは 
 

選りすぐりの優れた人財による小集団をよく「少

数精鋭」というが、現場的経験論からいうとそうでは

なく、「少数にすると精鋭化する」と考える方がよい。

ある経営コンサルタントから聞いた話だ。 

いま三浦市では業務改善方策を検討する一環と

して「稼働率分析」を行っている。最終的に調査結

果がまとまっているわけではないが、三浦市役所の

稼働率は６５％程度とのことである。３５％は“ムダ”

な時間になっているということだ。もちろん、“ムダ”と

される時間の中にはトイレに行くとか、ほんの少し休

憩する、リフレッシュするとかの時間も含まれている

ので、常識的に許される範囲での“ムダの効用”を

考慮すると、実際にはそのすべてが無用な時間と

いうことにはならない。しかし、それでもあえて“ムダ、

無用”の時間であるとみなして改善に取り組むべき

なのだそうだ。 

この３５％に相当する職員を削減したとしても稼

働率がちょうど１００％になるということではなく、や

はり多少の“ムダの効用”ないし“（ハンドル操作で

いう）あそび”に相当する余裕時間は生まれてくる。

なぜかというと、少数化することにより一人ひとりの

稼働が高まって全体としてより高効率になるからで

ある。こうした見解の根拠は、担い手が多ければ多

いほど「誰かがやってくれる」意識が働くためムダが

生まれやすいが、少なければ少ないほど「複数のこ

とを同時に自分がやらなければならない」意識や

「少しでも楽になれるよう工夫をしなくては」といった

意識が働くため高効率になる、ということらしい。実

はそれでもまだ足りない。いま経営は、複数のことを

こなせる「多能工」から、何でもこなせる「万能工」を

求めている。それがあってこその効率化、業務改善

なのである。 

市役所は多業種・多職種で構成された組織なの

で、そのような考え方ですべての職場が一律に高

効率化できるとは言い難い。しかし、それぞれの職

場にあった効率化方策をなかば無理矢理にでも捻

り出す環境をつくるという意味では、「少数にすると

精鋭化する」という考え方はきわめて有効な仮説か

もしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次号（第１５号）は１０月１８日発行です。

「「ぼぼっっここすすここせせええるる」」ととはは・・・・・・  
  

神奈川県三浦市には三崎弁と呼ばれる方言がありま

す。「ぼっこす」は「ぶち壊す」の意味、「こせえる」は「こしら

える」という意味です。つまり、「ぼっこすこせえる」は「ぶち

壊し、こしらえる」＝スクラップ＆ビルドという意味になりま

三浦市長の吉田ひでおです。９月６日から７日にかけて関東地方を直撃した台風９号

による被害に遭われた方々に謹んでお見舞い申し上げます。さて、災害時、市の職員は

いち早く現場に駆けつけて対応にあたることになっています。先日の台風９号でも６日午

後５時には災害対策本部移行直前体制を敷き、危機管理課をはじめとする関係部職員

は夜を徹しての情報収集、警戒あるいは出動にあたりました。自治体職員なんだから当

然だろう、と言ってしまえばその通りでしょうが、職員にも家族があります。家族の心配を

しながらも自宅を離れて災害対応をするというのは相当重い使命です。市長として、こう

した職員の働きに対して心から慰労したいと思います。それと同時に、災害のときにかぎ

らず、市民の生命と財産を守るという使命を日々の業務においても常に思い起こしてほ

しいと思います。


